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（貯遊説~~）第204号 あ ひさ 昭和47年 8月 10日
月 刊（毎月10日発行〉

祖 先の信 仰 と造 形

陰議笠磁溺玄掛；：記長副 (4) 
変わり弥陀三尊仏 一 泊 ・下後尾 ＝

r
o
n
6
n
3
 

下横尾から今の＆1鎌田1・を経て、上横尾、南保に通ずるIt.I街道

も、かつてはゆきかう旅人でにぎ’わったであろうが、今はf白八

幡宮境内のすそをめぐってわずかに部落の人々の通る道になっ

てしまった。

その代表的なおもかげをのこす下積尾の伯街道の道ばたに 1・

下椀尾のあんもち毘」があった。 「あんもち屋」とし、えば中年制

の人たちにと ってまことになっかしいことばである。 1urのn物
の帰り、あんもちな食べて空腹をみたした老必、海水浴帰りト

コロ夫に涼味を満喫した若者、この「あんもち毘」と向い合っ

た山すその空地に、郷土力士・泊山・松尾山・回総山や、議太夫師

匠の豊竹団蝶太夫の剛、角めかしい庚申などとならんでひっと

りと弥陀三持仏が立っている。

阿弥陀如来は釈迦と同じくインド王族の大子として出生した

が、出家して四十八願をおこし、苦行を重ねて大願を成就し、阿

弥陀仏となったといわれる。この阿弥陀如来が西方の極楽浄土

から来迎の際左右に述筆台をもっ観音と合掌の勢歪菩躍を伴な

っておられるが、 これをあらわしたのが阿弥陀三尊像て’ある。

弥陀三呼a観音・1・事前iと勢宅普段；を脇侍とするのがt字通であっ
て、 ~i(L、では地I躍を脇侍とするのが鎌倉時代後IY！にあらわれて

し、る。これはこの位から一直線に!;lg'.!i!.¥f Yきせずに、一度a地獄
の笹をのぞいたり 、 $1・の山をJえいた りしたうえで1·~；応へn· くと

いうわけで、その節、J出版さんに放し、を求めるということでl也

ii:&:を！協f;｝： とした変り弥陀三~.＇，！：仏ができた。

下関f"6の変 り弥Wt:三将位、は； ：t ~<i:の阿弥陀~11米は11'!1!;i,ipλ釈
迦似（京出＼di、 mi;t~i：釈迦！？主の釈.iilll似で交の脱が112'.fftfHをえが

いてこ誌かく;!!JJまれているのが特色）を模刻したよ3な珍しい

手法をつかい、ギiに制自－普段i、広：に合乍の地蔵干さ酬を：1'1：な司－c
主従三特ともii>~かに~l~怨にふけるがごとして主た1除.t:!J11、のよう

にほのかな微笑をたたえた径は、仏の甑策往生を願う人や、旅

人の．むななぐさめいやしたことであろう。

tl'fJll il｝＼.、に元h~般へ11'1て下関l芭をi泊る佐川j白も、 今は，.ンヰ

，レで温泉町へmるよ5になり、またlfi街道のすぐそばを!l<IJUJ¥
号線が開通してからは屯1• .i¥!：に下蹴j己道はすたれ、これら貯のわ

仏を訪ねる人も怖となり、 ti;：むしかたむくま Lになっているの
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第3額郵便物認可 (2) 

定例議会

第

回

朝

日
町

議
~ 
:u: 

定

例
A 
:z3: 

6月

般

会

計

補

正

予

算

な

ど

多
く
の
議
案
を
可
決

〈
あ
ら
ま
し

マ

昭
和
四
十
七
年
第
三
間
朝
日
町
議
会
定

例
会
は
し
ハ
バ
二
十
四
日
か
ら
一二
十
九
日
ま

で
の
、
八
パ
則

λ
u聞
を
も
っ
て
附
会
さ
れ

ま
し
た
。

レホ
山
例
会
で
は
、
附
和
問
ト
七
年
度
一

般
会
一
什
附
．汁
．，Y
材
料
を
は
じ
め
議
従
九
件、

人
中
二
件
、
決
設
二
件
、
制
限
竹
一
件
を

そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
向
立
、
糸
・必
し
ま
し

た
。
部
制
限
的
七
件
〈
－
H
J

ち
縦
続
審
丘
三

件
）
に
つ
い
て
航
品
・採
古
代
の
仙
川
獄
、
採
択
、

航
続
、
線
級
ぷ
了
の
決
定
が
さ
れ
ま
し

た
。

（審
議
日
程
）

6
月
別
口

本
会
議
（
会
議
録
場
名
議
員

の
指
名
、
会
矧
の
決
定
）

町
長
提
築
理
由
説
明

休
会
（
議
案
調
先
〉

ぶ
会
議
（
質
問
決
泣
び
一
般
質

問
、
議
案
及
び
前
開
陳
情
を

各
常
住
委
員
会
へ
付
託
）

文
教
厚
生
・番
目
会
（
付
託
案

件
を
審
議
〉

総
務
委
員
会
、
産
業
建
設
委

員
会
（
付
託
案
件
を
審
鍛
）

本
会
議
〈
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
採
決
）

6
月
お
日

6 
)J 

28 
II 

6
月
訂
円

6
年
却
円

6
月
羽
目

可
決
さ
れ
た
も
の

マ
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日
町

一
般
会
計
鴇

正
予
算
（
第
一
円
ラ
）

補
正
額
三
五
、
四
三
八
千
円
で
予
算

総
額
九
七
三
、
二
一
七
五
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
前
社
七

ン
タ

lm築
工
事
政
二
一
、
三
九
九
千

円
で
す
。

V
附
和
凶
十
七
年
度
朝
日
町
聞
い
m
水
泊
特

別
会
計
州
正
予
算
（
第

一
日
立

補
杭
制
八

一
八
「
円
減
傾
し
総
知

一

問
、
ム
ハ
山
ハ
九
「
円
に
な
り
ま
し
た
。

殺
人
の
分
組
合
減
制
に
と
も
な
う
ぷ

川
の
卜
引
伐
が
減
仰
に
な
っ
た
も
の
で

す
。

’v朝
日
町
国
民
削
除
脱
保
険
説
条
例
一
部
品
4

正
の
件
税
率
と
低
所
得
者
に
対
す
る
減
税
の

算
定
基
準
と
な
る
誌
健
全
調
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

V
削
U
町
問
民
総
山
肌
保
険
直
営
診
械
所
設

町
条
例
一
部
改
正
の
件

大
家
陀
診
僚
所
を
八
月
一

uか
ら
．
崎

・比
す
る
も
の
で
す
。

V
士
w申
請
負
契
約
の
件

福
祉
セ
ン
タ
ー
増
築
工
事
（
一一一
階
部
分

）
を
一
回
、

一
O
O
千
円
で
株
式
会
社

深
松
組
と
契
約
す
る
も
の
で
す
ω

V
悶
和
凶
十
七
年
度
朝
日
町
青
年
マ
級
開

設
の
件
つ
ぎ
の
と
お
り
青
竿
学
・
級
を
開
設

す
る
も
の
で
す
。

大
家
庄
、
山
崎
、
南
保
、
五
箇
庄
、

泊
、
笹
川
の
六
青
年
学
級
。

V
字
の
地
域
廃
止
の
件

蛭
符
地
区
内
に
お
け
る
、
従
前
の
字
の

区
域
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

V
専
決
処
分
報
告
承
認
の
件

昭
和
四
十
六
年
度
朝
日
町

一
般
会
計

補
正
予
算

（
第
五
号
）

補
正
額
七
、
八
四
四
千
円
で
予
算
総

額
九
五
六
、
一
三
二
千
円
と
な
り
ま
し

た。

V
山
守
決
処
分
級
品
目
円
承
認
の
件

朝
日
町
税
条
例
の
一
一
部
を
改
正
す
る

条
例
。

l

関
山
川
問
者
、
米
成
年
計
、
老
年
者
、
本

州
の
所
得
似
附
問
、
制
全
別
行
の

一三
五

O
、
0
0
0門
を

一一
一八

O
、
。
。
つ
円
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

2
U
U
Aガ
λ

税
の
非
制
問
税
品
目
の
一
心
加

及
び
削
除
と
用
途
H
州
説
税
の
純
聞
が

拡
大
さ
れ
る
も
の
で
す
。

3

材
料
自
動
坤
等
の
所
在
及
び
民
主
の
陀

所
が
不
明
で
あ
る
場
合
に
お
レ
て
、

光
、
ヒ
が
当
該
自
動
車
等
の
光
買
に
係

る
代
金
の
全
部
X
は
一
・
却
を
受
け
と

る
・
』
と
が
で
主
な
く
な
っ
た
と
主

は
、
先
主
の
舷
門
動
市
税
納
付
義
的
仰

を
免
除
す
る
も
の
で
す
。

4

従
米
生
命
保
険
料
開
除
の
わ
く
内
で

同
町
除
さ
れ
て
し
γ

た
、
心
身
附
山
内
必
扶

遮
共
前
制
度
に
誌
づ
く
掛
金
を
、

小

規
模
余
策
共
済
企
と
統
合
し
、
そ
の

全
額
を
所
得
A
W
い
幼
か
ら
開
除
す
る
も

の
で
す
。

V
練
越
明
許
費
繰
越
計
算
舎
の
m
靴
作

福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
の
三
一

、
八
二
四
千
円
を
昭
和
四
十
六
年
度

か
ら
昭
和
四
十
七
年
度
へ
繰
越
し
す

る
も
の
で
す
c

V
人
権
降
誕
委
員
候
補
者
を
拙
せ
ん
す
る

た
め
意
比
を
求
め
る
件

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
候
補
者

在
出
祐
芳
氏
（
泊
）
が
同
窓
さ
れ
ま
し

た。

V
朝
日
町
農
業
委
員
会
の
委
員
投
せ
ん
の

件議
会
推
せ
ん
の
品
業
委
H
に
つ

g
の
二

氏
が
挑
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
熊
安
正
氏
〈
雌
町
）

淵
介
保
氏
（
山
附
新
）

V
議
員
拠
出
議
案

イ
タ
イ
イ
タ
イ
州
政
刈
の
い
朋
判
決

裂
制
決
綿

V
議

μ川
町
川
議
従

米
般
に
閲
す
る
決
印
刷

食
制
作
開
制
収
J
v
u
m
川
ナ
ゐ
ニ
と
。

住
民
税
米
側
は
、
物
州
問
金
山
’
仁
川

に
凡
人
H

う
よ
う
に
小
人
山
川
に
引
き
上
げ

る
こ
と
。

2 3 

米
の
不
要
紘
ト
八
を
促
進
す
る
た
め
米

の
新
し
い
刈
途
開
発
、川州
航
米
制
度

を
確
立
し
、
外
世
句
、
の
愉
人
を
や
め
さ

仕
る
こ
と
。

拙
間
代
五
米
倒
的
安
定
ι
町、は
か
ゐ
た
め

仙
怖
の
上
U
川
に
航
・れ
な
間
附
を
訓
ず

る
よ
う
に
寸
る
こ
と
に

4 

務
願
陳
情
の
処
理

一・一月定
例
議
会
よ
り
航
続
の
訓
剛
山
川川

一一一件
、
今
則
定
例
会
に
品
川
さ
れ
た
も
の

四
件
付
七
件
に
つ
い
て
、
川
何
日
品
川
作
会
ド

会
に
お
い
て
得
炎
さ
れ
た
付
川
川
、
附
件
は

採
択
、
．一件
い
は
榊
相
続
－
W
向
、
工
け
は
市
川
印
刷

木
一
ー
に
な
り
ま
し
た
っ

「

D
n
3
n
U

，－ 永年勤続の一寸

」－自治功労者＿I

表

彰
栄
を
受
け
る

の

町
議
会
議
員
五

氏

朝
日
町
議
会
議
員
と
し
て
、
長
年
地
方

自
治
に
頁
献
さ
れ
た
つ
主
の
か
た
が
た
が

表
彬
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

狩谷常作 i滞日

党六 ·1~：
1?6 n山
::_: IJ,', 
1・ fllJ 
－－村
11 jf{.; 
’，＇（ ノ、

111 Jん

di ・rt 
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ノム

て，
i反口 良造 活 i1 

動？士i
 
’i i
 

長崎 f山松 よい
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の

t反

業

発

農

、と

域

輿

北

振

会
C

ま
E
仇

7

。

新

し
農

業

委

第204号（昭和3例月8目）
第3種郵便物認可

十 年 勤続

水島繁松議 員美佐光平 議員貝

最
近
の
き
び
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
、

今
後
の
農
村
振
興
を
ど
う
推
進
す
べ
き
か

な
ど
に
つ
い
て
今
後
三
ヶ
年
の
重
要
任
務

を
も
っ
農
業
委
員
に
つ
ま
の
か
た
が
た
が

新
ら
し
く
決
ま
り
ま
し
た
ω

1

選
挙
委
員
（
十
七
名
）

金
森
甚
六
（
境
）
竹
谷
津
大
郎
（
宮
崎
）

竹
内
益
太
郎
（
笹
川
）
水
島
喜
一
（

泊）

岩
田
嘉
之
（
道
下
）
狩
谷
常
作
（
月
山
）

(3) 

大

島

久

信
（
桜
町
）道
府

健

次
（
南
保
）

大
様

勇

造

（
長
野）
米
丘

一斉
治
（
蛭
谷
）

尚
弁
久
一

（舟
川
一新）
桜

町

久

安
（往

m）

水
井
留
次
〈
不
動
堂
〉
川

瀬

茂
（下一昨
）

七

沢

市

一
（
山
崎
）
水
野
文
大
郎
（
山
崎
）

九同法向
凶
作
（山
崎
）

2

推
せ
ん
委
員

三

名

（
農
業
団
体
挑
せ
ん
）

米
同
士三一
（来
世
平
野
）
沢
井
茂
松
（
関
水
）

坂
口

良
造
（
南
保）

3

町
議
会
漉
せ
ん

二
名

（川子
識
経
験
者
）

安
正
（
殿
町
）
酒
井
栄
（
山
崎
新
）

rm 
fl~ 消防庁長官の

表彰に輝く

明治5年来

部落民交代で

火防パ トロー 1レ

4砂姪谷地区 ．

町
内
ぐ
る
み
の
防
火
活
動
で
長
期
間
無

火
災
を
ほ
こ
る
蛭
谷
町
内
会
が
、
こ
の
ほ

ど
消
防
関
係
安
全
功
労
団
体
と
し
て
、
消

防
庁
長
官
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

蛭
谷
地
区
は
川
と
山
に
は
さ
ま
れ
た

戸
数

二
二
三
戸
の
部
落
で
、
明
治
玄
年
の

「
伝
之
丞
」
火
事
を
契
機
と
し
て
、
火
災

予
防
の
徹
底
を
期
す
る
た
め
、
赤
い
布
に

火
の
用
心
と
書
い
た
タ
ス
キ
を
作
成
し
、

こ
の
タ
ス
キ
を
肩
か
ら
か
け
た
、
防
火
パ

ト
ロ
l
ρ

当
番
を
輪
番
制
で
発
足
さ
せ
、

二
人

一
組
と
な
っ
て
、
朝
晩
二
回
全
部
落

を
巡
回
し
て
火
災
予
防
に
努
め
て
き
ま
し

た。

こ
の
問
、
問
和
二
十
八
年
六
月
に
、
一二

十
戸
を
悦
く
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

そ

の
後
レ
ア
て
う
火
災
の
防
止
に
努
力
し
、

町
内
パ

ト
ロ
ー

ル
の
ほ
か
、

消
火
用
活
路

の
艶
備
、
防
火
貯
水
そ
う
強
プ
1
N
設
町、

消
火
器
の
全
戸
配
院
な
ど
で
、
昭
和
二
十

八
午
よ
り
今
日
ま
で
問
火
災
を
記
録
し
て

お
り
、
こ
の
こ
と
が
こ
の
た
び
の
表
制作
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

朝日町青少年補導センター設置

H
町
ぐ
る
み
の
協
力
を
日

－
｜
末
来
を
担
う
青
少
年
の

「
明
る
く
正
し
い
育
成
を
願

背
少
年
を
正
し
く
織
金
、
す

こ
や
か
に
仰
ば
す
迎
励
の
一
聞

と
し
て
、
朝
日
町
で
は
、
少
年

補
導
セ

ン
タ
ー
会
設
問
、
山
地
述

祭
、
夏
休
み
、
午
来
年
始
、
卒

業
期
の
季
節
補
導
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た

び
、
昭
和
四
十
七
年
度
補
樽
員
と
し
て
つ

g
の
か
た
を
委
唱
し
ま
し
た
。

現
在
、
七
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
の
豆
期
補
噂
セ
ン
タ

ー
の
巡
回

補
識
に
勤
務
し
て
い
た
．
た
い
て
い
ま
す

が、

一
般
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
補
海
員
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
補
導
セ
ン
タ

ー
開
設
期
間
に
限
ら
ず
、
町
ぐ
る
み
の
背

少
年
健
全
育
成
運
動
を
育
て
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
前
任
の
補
導
員
の
か
た
が
た
に

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

。
昭
和
四
＋
七
年
度
補
導
員
氏
名

水

島

畑

次

郎

臼

木

喜

一

島

端

勉

脇

山

博

村

口

靖

郎

島

田

久

志

十
年
勤
続
の
四
氏
は
、
朝
日
町
議
会
表

彰
内
規
に
よ
り
、
昭
和
四
十
七
年
第
三
回

（
六
月
）
朝
日
町
級
会
定
例
会
に
お
い
て

融
会
の
税制
決
に
よ
り
表
彬
さ
れ
ま
し
た
。

問

問

年

別

問

時

勢

力

問

邦

男

符

村

桜

木

町

済

、

氷

口

了

水

島

吉

範

永

井

嘉

除

問

問

良

則

清
水
と
も
子

殿

村

郁

子

大

西

操

越

沢

希

彦

美

佐

光

平

水

島

文

子

近

江

茂

大

平

博

長

井

保

正

大

倉

肇

谷

文

彦
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一
｜
夏
休
み
を

「
l
明
る
く
有
意
義
に

長
い
夏
休
み
も
、
も
う
半
分
終
わ
り
ま

し
た
。

こ
ど
ーも
た
ち
の
バ
ヒ
川
副
作
も
、
と
J

U
リ
・す

る
と
札
れ
が
ち
に
な
り
や
す

い
と
一
主
で

す
U

…Q
休
入
J

ゲ
一
川
一
全
に
、
そ
し
て
ん
切
な

パ｜
寸
前
訓
練
の
時
別
と
し
て
生
か
せ

る
よ

う、

家
泌
に
川町わ
ず
川
ぐ
る
み
は
ぶ
っ
て

や
り
ま
し

ょ
う
υ

ハ
〉
規
則
正
し
い
、
自
主
的
自
発
的
な
生
活

態
度
を
育
て
ま
し
ょ
う

。
健
康
で
安
全
な
生
活
を

－
交
泊
山下る
仙川
や
、
悔
や
山
の
引
的
、を
お

こ
さ
な
い
γ

－
不
問小い
い
か
ら
州
以
を
お
こ
さ
な
い

〈
〉
一
日
一
回
は
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い

の
時
聞
を
も
ち
ま
し
ょ
う
ω

〈

V

「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」
を

「
ご
苦
労
さ
ん
」

「
あ
ぶ
な
い
よ
」

「
早
く
お
帰
り
」

…
み

第

三

日

曜

日

は

…

…

ι

家

庭

の

日

…

…

恥

家

族

み

ん

な

で

話

し

あ
い

…．
 

一

み

力

を

出

し

あ

い

…
る

楽

し

み

あ

い

ま

し

ょ

う

一
く
1
1

1
1

1
1
－

－

1

1
1

11

一

一

家

自

転

車

の

ニ

人

乗

り

…

一

に

無

灯

火

を

一

一ι

な
く
し
ま
し
ょ
う

．
 

一
べ

お

と

な

も

こ

ど

も

も

．
 
．
 

一円

交
通
ル
l
hげ
を
守
h
1

一
少
み

ん

な

で

一

一

青

注

意

し

あ

い

ま

し

ょ

う

一



(4) 

加
入
の
手
続
き
は
、
印
鑑
を
お
持
ち
に

な
っ
て
役
助
年
金
係
の
窓
口
へ

お
い
で
く

だ
さ
い
。

ごぞんじですか

昭和 47年 8月 10日
丹 TO （毎月10臼発行）

あ
な
た
の
年
金
を

五
割
増
に

す

る
方
法

陶
川凶
作
金
の
保
険
料
を
い
砂
川
三
五
O

円
．た
け
よ
け
い
に
納
め
る
と
．
年
金
利
が

．
ム
割
地
し
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
－」
ぞ
ん

じ
で
ナ
か
。

ひ

老
後
の
耐
え
は

一ー
年
金
」
が
一
市
街
隊
突

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と

レ
，つ
の
は
、

年
金
は
物
刷
や
生
活
水
準
に
合
わ
ぜ
て
引

を
と
げ
ら
れ
る
か
ら
で
寸
巳

さ

現
在
、

国
民
年
金
の
在
令
年
金
は
二
十

五
年
間
、
保
険
制
判
を
納
め
た
場
合
で
月
八

千
円
で
す
。
そ
の
五
割
増
し
｜
｜
つ
ま
り

月

一
万
＝
千
五
百
円
に
す
る
に
は
毎
月
の

保
険
料
五
五

O
内
に
三
五

O
円

を

加

え

て
、
月
々
九

O
O円
の
保
険
料
を
納
め
れ

ば
よ
い
の
で
す
。

あ第204号

こ
の
五
割
憎
し
の
年
金
は
、
国
民
年
金

の
加
入
者
な
ら
設
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

夫
属
閉そ
ろ
っ
て
加
入
す
れ
ば
時
来
へ
の

備
え
は
よ
り
完
全
な
も
の
に
な
り
主
す
。

加
入
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
年
金
額
は
加
入
期
間
の
長
さ
に

応
じ
て
計
算
さ
れ
る
の
で
な
る
べ
く
竿
く

加
入
し
た
方
が
有
利
で
す
。

（昭和問8月8日）
第3種郵便物認可

各地区の

j家庭教育学級：

積
極
的
な

学
習
活
動
の

展

開

崎
、
県
賀
補
助
に
よ
る
、
家
路
教
育
学

級
等
昭
和
四
十
七
年
度
各
種
学
級
の
開
設

が
つ
v
y
c

の
よ
う
に
さ
ま
り
、
新
し
い
時
代

を
色
体
的
に
似
し
ο
ょ
う
と
そ
れ
ぞ
れ
の
諜

阻
に
以
つ
し
た
約
倒
的
必
中
河
川
励
な
版

関
し
て
い
ま
す
。

。
家
庭
教
育
学
級
ド
家
庭
で
こ
ど
も
宏
教

育
ず
る
場
合
の
心
情
え
と
か
、
こ
ど
も

の
扱
い
方
、
教
育
ト一の
留
意
点
な
ど
を

勉
強
す
る
。

①
桜
町
家
庭
教
育
学
級

「
家
庭
の
教
育
的
技
能
と
役
割
り
」

。
桜
町
町
内
会
開
設

。
開
設
場
所

桜

町

公

民

館

①
泊
小
学
校
家
庭
教
育
学
経

一，
こ
ど
も
の
教
育
と
家
庭
の
役
割
り
」

。
泊
小
学
校
P
T
A
開
設

。
開

設

場

所

泊

小

学

校

①
宮
崎
家
庭
教
育
学
級

「
こ
ど
も
の
し
つ
け
と
家
庭
の
役
割

り
」
。
宮
崎
婦
人
会
、
一
月
崎
小
P
T
A
、

宮
崎
保
育
所
母
の
会
開
設

。
開
設
場
所
改
観
寺

・
宮
崎
小

。
婦
入
学
級
目
新
し
い
時
代
に
生
き
る
姉

人
と
し
て
、
積
極
的
．
主
体
的
に
生
き

る
態
度
、
考
え
を
養
な
う

①
南
保
婦
人
学
級

「
ゆ
た
か
な
市
民
生
活
」

。
南
保
婦
人
会
開
設

。
開
設
均
所
南
保

公
民
飢

①
大
家
庄
婦
人
学
級

「
家
庭
の
良
企
絞
賞
者
と
な
る
た
め

に
」
。
大
家
正
婦
人
会

・
山崎
協
同
州
人
郎
凶

沿吋問

。
開
設
場
所
大
山
本
庄
公
民
館

。
山
陽
新
公
民
精
度
目
地
域
住
民
の
生
活

に
必
際
な
救
曲賞
、
知
徹
州
、
技
能
な
ど
を

川
内
巾
此
の
川
柳
で
勉
強
す
る
公
民
飢
の

学
明
日
間
動

「
と
も
に
相
次
い
と
も
に
括
ろ
う
い

c
山
崎
新
川
内
会
開
設

。
開
設
場
所
山
崎
新
公
民
館

。
泊
つ
く
し
若
妻
教
室
日
若
誕
の
生
活
や

教
旋
を
高
め
る
た
め
に
必
裂
な
課
題
を

M
f
明日
す
る
沙
一か
な
淡
路
づ
く
り
」

。
っ
く
し
会
（
荒
川
五
丁
円
）

開
設

。
開
設
場
所

大

安

寺

。
ま
た
、
各
公
民
館
単
位
で
、
官
同
ム
口
者
に

必
要
な
家
庭
生
活
、
社
会
生
活
に
役
だ

っ
教
義
や
知
識
を
勉
強
し
て
い
た
だ
く

寸
高
令
者
学
級
」
も
開
設
さ
れ
ま
す
。

治青年学級

一1
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
J

「
（

｜
｜
青
年
学
級
生
L

H

創
造
性
豊
か
な
お
門
年
に
な
ろ
う
H

を

学
習
の
主
テ
l
γ
と
し
、
伯
事
円
布
十
学
級
は

毎
水
躍
日
の
夜
伯
小
学
校
に
集
い
、
ス
ポ

ー
ツ
の
突
技
や
身
じ
か
な
法
律
な
ど
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

三
十
二
名
の
学
級
生
は、

青
年
・
学
級
主

事
の
村
口
降
造
氏
の
も
と
、
士口任
勝
広
学

級
長
を
中
心
と
し
て
字
削円の
始
め
と
終
り

に
は
楽
し
く
敵
を
歌
う
な
ど
い
つ
も
叫
る

く
楽
し
い
学
習
ム
’
ド
を
展
開
し
て
い
ま

L
90
 先
月
は
、
野
外
料
理
の
作
り
力
を
笑
剖

し
、
さ
っ
そ
く
キ
守
ン
プ
に

生

か
し
た

が
、
来
月
は
六
日
に
楽
焼
突
刊
を
行
な
い

生
活
の
中
に
う
る
お
い
を
持
た
ぜ
、
ま
た

外
に
勝
州仰や
版
附
作
成
な
ど
、
文
ハ
子
ど
お

ち
創
造
性
削減
か
な
均
年
に
な
る
こ
と
を
裂

し
み
な
が
ら
学
仰
を
し
て
い
ま
す
。

スポーツコーナー

都
民
体
育
大
会

朝
間
野
球
大
会

中

学

駅

伝

婦
人
球
技
大
会

各
樋
競
技
成
績

第
叩
リ
回
下
新
川
郡
民
体
育
大
会

（
入
響
町
）

陸
上
銭
授

（中
学）

。
弟
子
マ
首
米
①
中
村
敬
治
（
川
）

マ
四
百
米
リ
レ
l
①
山
中

V
走
巾
と
び

①
篠
凹
義
孝

（泊）

マ
砲
丸
投
①
大
背
凶

雌
（
小
川
）

〈〉
女
子
マ
否
米
①
椋
木
喜
美
子
（
泊
）

マ
八
十
米
ハ

ー
ド

ル
①
倒
木
喜
美
子
（
出

〉
マ
四
百
米
リ
レ
l
①
問
中
一
〉
走
巾
と
び

①
凶
谷
附
子
（
前
）

〈
VK
子
総
合
①
泊
中

体
操
餓
技

（
中
学
）

。
児一寸
マ
団
体
①
小
川
中
マ
個
人
総
合

①
米
丘
英
一
（
小
川
）

マ
鉄
隊
①
米
丘
一
央

一
（
小
川
）
マ
と
び
鮪
①
水
野
智
明
（
小

川）

マ
休
運
動
①
米
仔
英
一
（
小
川
）

〈
〉女
子
汁V
間
体
①
川
小
ソ
側
人
総
〈
日①

伊
掛
川
刺
子

（
泊
）
①
荒
川
妙
子
（
泊
）

マ
床
迎
動
①
伊
綴
綿
子
（
伯
）

V
と
．
ひ
拍

①
山
沢
滋
笑
（
伯
〉
マ
w
T
陶
ム
口
①
伊
掛
川
則

子

（泊
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

。

一
般
男
子
①
削
H
バ
レ

ー
ボ
l

w
ク

ヲ
フ

。

一
般
女
子
＠
川
県
紡

O
中
学
女
子
①
小
川
中

剣
道。
中
学
倒
人
①
大
島
事
方
（
的
）
①
竹

中
敏
（
伯
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

。

一
般
女
子
①
H
胤
紡

卓
球。
中
学
女
子
団
体

ω泊
中

。
中
学
女
子
個
人
①
高
島
美
春
（
伯
）

。

一
般
男
子
①
一

般
兇
子
＠
水
島

一
友

①
小
杉
昌
幸
①
鍛
治
忠
夫

。
シ
ニ
ア
晃
子
①
竹
内
衛

〈〉

｝
絵
女
子
川
上
島
恵
子

野
路。

一
般
①
一
二
大
ク
ラ
プ

軟
式
庭
問
時

。

一
般
男
子

ω水
井
荷
降

・
坂
東
正
副
知

①
広
田
敬
二

・
初
削
除
紛

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

。

一
般
男
子

ω泊
ク
ラ．
7

0
中
学
男
子
①
泊
中

。
中
学
女
子
①
泊
中
①
小
川
中

水
泳
銀
銭

（
中
学
）
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。
男
子
マ
二
宵
米
背
泳
①
谷
栄
一
（
泊
）

マ
百
米
背
泳
ψ
谷
栄
一
（
泊
）

マ
二
百

米
平
泳
心
中
島
繁
〈
泊
）

マ
千
五
百
米

自
由
型
①
孫
島
浩
（
泊
）

。
女
子
V
二
百
米
背
泳
①
野
旧
狛
チ
（
泊

）
マ
百
米
背
泳

ω野
山
訪
チ
（
泊
）
V
・一

百
米
M
1
泳
①
a
仙
川
見
美
千
子
（
泊
）

マ
百
米

平
泳
①
長
崎
い
づ
み
（
泊
）

マ
二
百
米
自

由
型

ω黒
坂
智
恵
（
泊
〉

日
朝
間
野
球
大
会
成
績
H

（
七
月
十
六
日
、
二
十
三
日
、
三
卜
日
）

小

丸

山

・
削
中
グ
ラ
ン
ド

一
回
戦
小
川
生
コ
ン

北
日
本
モ

ー

タ
ー
ス

黒
東
モ

ー
タ

ー
ス
朝
日
町
役
場

中
央
政
協
B

教
員
チ
l

ム

ひ

同
ー
3
泊
病
院

は
｜

6
審
判
協
会

6
l
h笹
川
体
協

さ

5
1
4
中
央
農
協
A

9
1
8
泊
二
区
体
協

9
1
8
民
窓
会

あ第204号（昭和問8月8日）
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第
二
十
二
回

ニ
市
一
一
都

⑦
上
背
中

中
学
駅
伝
餓
走

（
六
月
三
十
日）

①
魚
津
西
部
中

av第
四
回
婦
人
獄
技
大
会
．

（
七
月
二
日
制
小
）

。
バ
ν
l

ポ
l
作

①
泊
三
区
①
大
家
庄
A

O
で
r
ミ
ン
ト

ン

①
大
家
庄
B

①
泊
三
区
A

O
卓
涼
①
大
門
家
庄

①
泊
二
区

体
協
八
月
の
行
事
予
定

八
月
一一十
H

第
十
八
回
町
民
野
球

大
会（小
丸
山
、
泊
中
）

八
月
二
十
三
日
（
雨
天
の
川
場
合
二
十
凶

円

）

第

十
九
白
少
年
野
球

大
会（小
丸
山
、
削
中
）

（上
の
写
真
は
い
叫
人
球
投
大
会
風
対
）

学童＊泳教室

泳
げ
な
い
子
と

水
を
こ
わ
が
る

下
の
た
め
に

海
水
浴
た
け
な
わ
の
七
月
二
十
四
け
か

ら
、
山
崎
、

大
家
庄
の
各
小
学
校
プ
1
山
げ

と
町
営
プ

ー
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
三
白
川
に
わ

た
り
、
泳
げ
な
い
児
童
を
対
象
に
し
た
学

童
水
泳
教
室
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

プ
ー
ん
に
入
る
の
さ
え
こ
わ
が
っ
た
り

水
に
顔
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
児
抵
た
ち

も
、
町
の
体
育
指
導
委
員
や
水
泳
協
会
の

先
生
の
熱
心
な
指
潟
に
、

ル
l

山’を
守
れ

ば
水
は
こ
わ
く
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
初

れ
か
ら
し
よ
う
ず
に
泳
げ
る
よ
う
に
な

っ

た
児
遣
も
お
り
、一
一一
日
目
に
は
全
員
拡
げ

る
よ
コ
に
な
り
、
予
期
以
上
の
成
果
を
あ

げ
ま
し
た
。

額藷躍鞠
第
＋
回
青
年
議
会
開
か
れ
る

謙

一民
いに
永
口
君

訓
印
刷
以
に
大
菅
君

umト
川
ド
川
村中
脱
会
的
ま
ゐ
H

m「
例
制

n町
内
判中印刷
会
調
川
刷
出
川
中
は

去
る
～ハ
ハ
ニ
l
J一
uに
作
一応
、
二
十
日
に

恋
挙
の
結
県
十
八
名

ω判
選
が
確
定
し
、

七
月
十
八
日
牛
後
八
時
よ
り
組
織
議
会
を

開
・
さ
ま
し
た
む
組
織
議
会
に
先
立
っ
て
行

な
わ
れ
た
閥
会
式
で
は、

折
谷
間
民
の
挨

拶
、
小
川
町
民
、
制
井
町
四
刷
会
議
長
、川町

一山
協
竹
内
荒
誕
刷
会
民
の
倣
励
が
あ
り
、

組
織
議
会
は
、
山
川水
満
宵
（
泊
）
を
仮
議

長
に
議
事
が
進
め
ら
れ、

会
期
を
十
日バ十

五
H
ま
で
の
九
十
日
間
に
、
X
、
波
長
に

永
U
明
弘
打
（
山
）
、
副
議
長
に
大
菅
定

士
口
右
（
大
）
を
選
出
し
ま
し
た
ο

続
トド
て
大
菅
議
員
か
ら

「
議
会
広
報
の

必
叫
女
性
を
広
く
町
凶
や
町
議
会
へ
呼
び
か

け
、
町
市刷
会
の
印刷
会
広
報
発
行
を
促
が
す

な
味
で
、
持州
会
広
川
開
発
行
向
け
別
委
日
会
を

設
置
し
よ
う
で
な
い
か
」
と
民
架
さ
れ
、

草
原
議
員
（
山
）
が
賛
成
討

拾
を
し
た

後
‘
全
会
一
致
で
可
決
‘
設
置
さ
れ
ま
し

ム
九
。
そ
の
後
中
川
町
長
か
ら
一
昭
初
回
十
七

年
度
施
政
方
針
演
説
」
が
述
べ
ら
れ、

こ

れ
を

一
倍
議
題
と
し
各
委
員
会
に
付
託
す

る
こ
と
で
、
組
織
議
会
を
終
え
ま
し
た
。

二
一
十
名
を
越
え
る
傍
聴
者
が
見
ま
も
る

中
で
、
近
年
に
な
い
緊
援
が
感
じ
ら
れ、

今
年
の
青
年
議
会
に
対
す
る
期
待
が
一
段

と
高
い
こ
と
を
知
り
、

正
し
い
政
治
の
伝

り
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
青
年
の
声
や
町
民

の世
間
’
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
第
十

凶
背
年
議
会
活
動
が
展
開
さ
れ
る
’
」
と
に

な
り
ま
し
た
0

．
各
委
員
会
別
議
員
名

（
O
m官－
U
長

U
副
委
日
比
〉

一
、
総
務
委
員
会

（
十
名
〉

。
草
原
正
一

（山）

O
沢
回
総
文
（
五
）

永
口
明
弘
（
山
）

大
菅
定
工
ロ
（
大
）

河
村
謙

一
（
五
）
組
問
利
志
臨
（
南
）

沢

田

修

（

大

）

長

井

栄
（
挺
）

必
加
代
子

（泊）

柳
沢
幸
朕
（
山
）

一
、
文
教
厚
生
委
員
会

〈
円
包
）

ο大
久
保
光
政
（大
）
O
広
川
削
チ

米
上
邦
必
（
境
）

H
M

H
汁
本
存

（
涜
）

（世
）

一
、
産
撲
護
設
委
員
会

（
四
名
）

。
清
水
満
（
泊
）

O
大
井
憲
二

黒
坂
優
美
子
（泊
）
寂
口
宗
二

人

μ
特
別
委
日
会

議
会
広
報
発
行
特
別
委
員
会

（
四
名）

O
河
村
謙

一
（
五
）

O
長

弁

栄

（
笹
〉

越
間
利
志
雄
（
南
）

大
菅
定
士
ロ
〈
大
）

（山）
パ南
）

巳
し
二：
 

h

・bz
p
u
ll叫

「
そ
こ

の

凱

附

に
山
が
あ

ム

）

動

る
か
ら
登

と

ズ

亡

ゆ

る
の
だ
」

成

ニ
．
す
引

の

名

？

養

ピ

崎市十
7

の
語
る

門
ノ
ノ

：

プ

と
お
り
、

ド

ハ

杉

ト

近
年
の
レ

判

ア

黒

J

伝

子

グ

ジ
ャ
1
．フ

桂
洞

＝

ヨ

d
イ

げ

1

ム
に
加

μ

日

え
て
、
笠

「加

朝

山
熱
は
益

不

々

高

湯

し

て
い
ま
す

朝
日
町
で
は
古
く
か
ら
馬
り
ょ
う
ク
ラ

プ
を
中
む
と
す
る
登
山
会
な
ど
の
実
施
に

よ
っ
て
既
に
広
く
土
喰
が
で
き
て
お
り
、

そ
の
中
か
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
家
と
し
て

著
名
な
伊
東
信
隆
氏
な
ど
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
a
ょ
こ
に
紹
介
す
る

「
出
桧
（
ね
ず
ニ
）

山
岳
会
は
、
昭
和
三
十
九
年

一
月
、
朝
日

町
に
在
住
す
る
登
山
愛
好
家
を
も
っ
て
組

織
、

同
年
三
月
、
チ
ン
グ
ル
’7
山
岳
会

（

代
表
．
寺
田
芳
男
氏
）
と
合
併
し
て
今
臼

に
．
会
っ
て
い
ま
す
が
、
行
動
範
囲
は
主
と

し
て
鏑
成
山
系
、
山
山
部
川
流
域
、
針
の
木

吊
以
北
の
北
ア
連
怖
に
限
定
し
、
何
年
縦

走
、
岩
探
り
、

．K
波
り
な
ど
前
社
な
活
動

を
展
開
し
ア
ル
ピ
＝
ズ
ム
の
探
究
に
努
力

を
傾
け
て
い
ま
す
。

会
員
は
呂
下
二
十
三
名

代

表

者

越

間

松

三

運
営
委

員

長

金

山

一

郎

会
貨
は会
員
、
準
会

員

月

制

四

O
O円

他
に
菱
備
費

二

0
0
0円

青年のクル♀フサークル活動

F
D
q
u噌
l



(6) 

O
B会
長月
額

会

友

年

額

五

O
O円

な
お
、
年
令
、
経
験
、

性
別
の
如
何
を
問
わ
ず
入

金
で
た
」
る
。
希
望
者
は
朝

日
町
荒
川
五
六
回
、

金

山

一
郎
宛

八
下
の
写
真
は
山
石
登
り
訓
練

V

二
五

O
円
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4μ 

し

近

さ

身

や

一仁
婚
畑
聞
が
し
て
な
レ
夫
婦
関
係
企
内
鰍

と
い
い
ま
す
が
、
内
械
は
法
的
昨
上
い
ろ
い

ろ
な
不
利
統
が
あ
り
ま
す
。
正
式
の
結
婚

な
ら
、
法
伸
の
定
め
る

一
定
の
理
由
が
な

い
か
在
り
、
相
手
の
意
志
に
反
し
て
鰍
婚

す
る
こ
と
は
で
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
婚
姻
届
が
し
て
々
い
夫
婦
は
、

法
律
上
正
式
の
婚
姻
と
は
認
め
ら
れ
な
い

の
で
、
こ
の
よ
う
な
保
護
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
、
開
店
し
て
い
な
が
ら
夫

婦
の
氏
は
別
々
で
す
し
、
子
ど
も
が
生
れ

て
も
、
婚
姻
関
係
に
よ
っ
て
生
れ
た
子

〈

刷
出
子
）
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
夫
が

死
ん
だ
場
合
に
も
、
相
続
権
が
あ
り
ま
せ

ん。家
庭
紋
判
所
で
は
、
内
縁
の
夫
婦
問
に

結
婚
し
た
ら

す
ぐ
届
出
を

さ

H
裁
判
所
だ
よ
り
H

あ第204号（昭和昨8月8日）
第3租郵便物認可／

も
め
ご
と
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
調
停
の

申
立
に
よ
り
正
式
な
眼
姻
関
係
が
で
き
る

よ
う
に
援
助
し
た
り
、
円
満
な
解
決
一
か
悶

難
で
、
内
縁
関
係
を
解
消
す
る
し
か
道
が

な
い
場
合
で
も
‘

中大
と
の
今
ま
で
の
生
活

に
、
衰
の
貢
献
肢
を
考
慮
し
て
、
相
当
絹

の
財
産
を
分
与
す
る
よ
う
説
得
し
た
り
、

犬
崩
問
の
事
情
を
考
慮
し
て
慰
謝
料
の
額

を
定
め
た
り
、
ま
た
夫
婦
問
に
末
成
年
の

子
の
あ
る
場
合
に
は
、
子
の
器
官
何
者
と
か

謎
育
費
な
ど
に
つ
い
て
制
伴
を
行
な

い
、
子
ど
も
の
将
来
に
不
安
の
な
い
よ
・
コ

配
慮
し
ま
す
。
内
縁
の
夫
が
死
亡
し
た
場

合
．
主
に
は
刊
紙
権
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、

失
に
相
続
人
が
ま
っ
た
く
な
い

場
合
、
家
庭
裁
判
所
は
、

法
僚
に
定
め
る

一
定
の
手
続
を
と
っ
た
後
、
内
り
械
の
友
の

申
な
に
よ
り
、
般
人
と
の
生
活
関
係
を
調

べ
、
特
別
に
紘
般
が
あ
る
と
認
め
れ
ば
、

安
に
地
政
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ま
す
。

内
線
の
夫
婦
は、

法
仰
上
の
保
陣
が
十

分
で
な
い
た
め
に
、

夫
婦
白
・
身
に
と
っ
て

も
、

子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
不
宰
な
結
果

を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
結
婚
し

た
以
上
で
き
る
だ
け
尽
く
婚
姻
屈
を
し
た

い
も
の
で
す
。
し
か
し
内
縁
の
状
設
で
も

い
ろ
い
ろ
も
め
ご
と
が
起
き
た
り
、
問
題

の
あ
る
と
き
は
、

早
め
に
家
庭
裁
判
所
を

ご
利
用
下
さ
い
。

一一 こんなことがあったら －ー

し人権擁護委員に相談をしよう J

無
法
な
自
に

あ
っ
た
り

無
理
な
要
求
な
ど

さ
れ
た
と
き

。
守
れ
基
本
的
人
街

。

こ
と
し
は
人
縫
擁
護
委
員
法
が
制
定
さ

れ
て
ち
ょ
う
ど
二
十
三
年
に
な
り
ま
す
む

「
人
縦
擁
護
要
員
一」

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

住
民
の
中
で
、
国
民
の
基
本
的
人
権
が
侵

犯
さ
れ
な
い
よ
う
に
た
え
ず
監
筏
し
、
も

し
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
相
談

相
手
に
な
り
、
そ
の
侵
犯
を
排
除
し
て
救

済
し
た
り
、
ま
た
、

人
権
思
想
の
普
及
高

揚
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

H

み
な
さ
ん
M

が
毎
日
の
生
活
の
な
か
で

だ
れ
で
も
と
き
に
は
無
理
な
要
求
を
さ
れ

て
闘
っ
た
り
、
法
待
上
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
許
さ
れ
る
．た
ろ
う
か
と
迷
っ
た
り
、
こ

れ
が
人
間
の
す
る
こ
と
だ
ろ
う
か
と
慣
り

を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
と
き
に
は
ぜ
ひ
気
軽
に

「
人
権
擁
護

委
員
」
に
相
続
し
て
下
さ
い
。

「
人
権
傑
護
委
・
臼
」
は
人
権
を
犯
さ
れ

た
被
習
者
の
申
告
に
よ
っ
て
、
た
だ
ち
に

地
方
法
務
時
と
連
絡
を
と
っ
て
調
在
し
人

縦
侵
犯
の
市
中
突
が
明
ら
が
に
な
れ
ば
そ
の

事
件
に
日
以
も
適
し
た
方
法
で
被
円
者
を
救

済
し
、
円
満
解
決
に
努
め
て
く
れ
ま
す
。

「
人
権
相
談
に
は
む
づ
か
し
い
手
続
も

い
り
ま
せ
ん
し
、
無
料
に
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。
」

朝
日
町
の
「
人
権
掩
護
委
員
」
は
次
の

方
々
で
す
。

小

沢

上

浩

食
料
品
小
売
業

朝
日
町
泊
三
七
二

ニ

味
噌
醤
油
醸
造
業

朝
日
町
桜
町
一二
一
一
四

芳

僧

侶

朝

H
町
泊
二
六
二

国

憲

在

国

訪

ゆくえ不明者＝＝＝

一一相談所開設

あ
な
た
の

知
人
や
身
寄
り
に

ゆ
く
え
不
明
者
は

い
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
知
人
で
ゆ
く
え
の
わ
か
ら
な

い
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
か
て
ゆ
く
え
を
き

が
し
て
い
る
か
た
の
た
め
に
瞥
祭
で
は
、

八
月
中
柑
談
所
を
設
け
て
い
ま
す
。

富
山
県
で
は
現
在
ま
で
一

O
一
体
、
全

国
で
は
二

一
、
九
九
二
体
の
身
元
の
わ
か

ら
な
い
死
体
が
発
見
さ
れ
て
レ
ま
す
。

こ
の
中
の
大
部
分
は
家
川
ゃ
、
そ
の
他
の

事
情
で
家
政
に
も
引
き
取
ら
れ
ず
、
無
縁

仏
と
な
っ
て
さ
み
し
く
限
っ
て
い
ま
す
。

瞥
娯
で
は
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
山氷

山
、
ゆ
く
え
不
明
の
か
た
、
あ
る
い
は
不

ギ
な
無
縁
仏
の
身
許
り
を

一
人
で
も
多
く

発
見
す
る
た
め
に
、
こ
の
た
び
柑
誠
所
か
一

開
設
い
た
し
ま
ず
か
ら
、
も
よ
り
の
跡
的
奴

か
、
相
談
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
レ
。

相
談
附
開
設
日
時
場
所

八
月
八
日

仏

…
山
野
続
出
有
内

，、、
，E
s

a

可
1
4

ノ
1
・1
・
H

日
附
瞥
鉱
山
有
内

八
月
斗
1

7
l

八
月
二
十

一
日

f
l
手
電
日
ヲ

八
バ
二
十
二
円

Z
H
告
男
宅
戸

八
月

一
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で

－HK作
川
山

W
M帆
以
叩
取
川
3

Uト
～
J

－d
’
h
a
’’
τ才
z
n
ιtu
rレ『

F
D
n『
U

の
Jι

北

電

だ

よ

り

注

意

で
ん
き
は

みんなで

こ
わ
い
も
の

大
切
な
も
の

一｜
電
気
事
故
を

巴

I
l
－－
な
く
し
ま
し
ょ
う
｜
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社会はあなたの

ム

q
－

，

こ

十

リ

人

匂

じ

す
ぐ
れ
f
4
1
育

人
材
を
求
め
て

い
ま
す

社
会
の
秩
序
と

保
安
の
確
保
に

リ
警
察
官
募
集
H

一
、
受
験
資
格

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
臼
現
在
で

十
八
才
以
上
二
十
八
才
末
満
の
男
子

二
、
採
用
予
定
人
員

村
富
山
県
警
察
官

大
学
〈
短
大
を
除
く
）
卒
業
者
ま

A 
た
は
昭
和
四
十
八
年
一
二
月
末
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者
十
名

B 

前
記
以
外
の
者

二
十
名

同
埼
玉
県

・
静
岡
県
瞥
察
官

A
B
に
該
当
す
る
者
合
わ
せ
て

各

県

と

も

五

名

伺
瞥
視
庁
警
察
官

A
B
に
該
当
す
る
者
合
わ
せ
て
十
名

同
大
阪
府
警
察
官

A
B
に
該
当
す
る
者
合
わ
せ
て
五
名

一、
受
付
期
間

昭
和
四
十
七
年
九
月
二
十
七
日
ま
で

(7) 

四
、
試
験
期
日

昭
和
四
十
七
年
十
月

一
日
（
臼
）

富
山
商
業
高
校
に
お
い
て
第

一
次
試

験
実
施

H

あ
な
た
も

転
職
者
訓
練
で

技
能
者
に
な
れ
る
ν

家
庭
の
主
婦
も

溶
接
界
で
大
活
躍

県
立
入
警
高
等
妓
能
学
校
で
は
機
械
、

板
金
、
溶
接
の
三
職
種
に
つ
い
て
、
能
力

再
開
発
訓
練
（
転
職
の
た
め
新
た
な
職
業

に
つ
こ
う
と
す
る
人
）
と
農
業
者
転
職
訓

練
（
農
業
か
ら
他
の
職
業
に
つ
こ
う
と
す

る
人
や
、
農
業
の
ほ
か
に
新
し
レ
技
能
を

間
得
し
よ
う
と
す
る
人
を
対
象
）
を
つ

g

の
よ
う
な
内
容
で
実
施
し
て
お
り
、
現
在

十
月
入
学
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
ο

O
訓
練
戦
種
と
募
集
人
員

機
械
十
人
・
板
金
十
人

・
溶
接
二
十
人

※
男
女
の
別

・
年
令
は
問
い
ま
せ
ん

O
訓
練
期
間

ム
ハ
カ
ロ
刀

（
希
望
に
よ
り
三
カ
月
修
了
を
認
め

ま
す
c
）

O
入
学
時
期

四
月

・
十
月

O
特

典
V
授
業
料
お
よ
び
実
習
費
は
無
料
で
す

V
失
業
保
険
受
給
者
は
訓
練
終
7
ま
で

引
き
続
き
受
給
で
き
ま
す
。

V
月
額
約
三
万
円
の
訓
練
手
当
の
ほ
か

通
学
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
失

業
保
険
の
な
い
人
）

V
電
気
溶
接
免
許
お
よ
び
ガ
ス
溶
接
設

能
講
習
修
了
証
を
取
得
で
き
ま
す
。

O
受
講
手
続
き

入
学
願
書
は
九
月
二
十
五
白
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
詳
し
い

こ
と
は
本
校
か
、
も
よ
り
の
公
共
職

レ JR
。安

定
所
ノ＼

J;) 
間

,6、

わ
せ
く
だ
べ、

白
衣
の
天
使

看

護

婦

さ

ん
ヤ

l
イ

一一一－ーづ 絡朝いか現 し伴
みんなで協力 ：く日はた在宥てい医

: t.二分将で看 ；護い、療
なくしよう シンナー接着剤悪用 iさ室来就護婦ま県施

！いま 希業菜、す内設
八月一日から毒物及び劇物取締法が改 剤を販売したり、与えたものなどは ！。た望を務準。でや

i はの長に看 は
（正されシンナーの取り扱いにつL、て、き 、二年以下の徴役から五万円以下の ； 朝か望従護 、医

；びしい罰則がもうけられました。 罰金とレうようにきびしい処罰を受 ； 日たさ事婦 君、療
: l百7は れし の 護内

: Oジンナ一、接着剤を悪用したものや、 けることになりま した。 : 住 、るて資 婦谷

: 悪用する目的で所持しているものなどは 子どもの日常のあそびゃ、生活状 i 良黒か お絡 さ り
J. '.  ,::-. ” v i 諜部たらを ん 1勾

！三万円以下の罰金に処せられます。 佐官fよく ~t.ff. して非れのないよノ r:. : に保 、れも が度
O悪用することを知ってシンナ F ・接着 充分注意しましょう。 : ご健あなち 不イヒ
一一－一一一一一一一一一一－－－－－－一一一一一一一一一－－－・－－－－－－－－－－－ー＿） 連所るい 、 足に

庫中山
ふ
汀
n
H
 

、，ノU

？

i
 

J
A
J
i
l
 

化

朝
文

モデル地区に指定

震診

一本県では 1カl斤一

国の文化財愛護

電話で…

tK 
イT
を
f失
遣

す

る

伝
’
P

・
ら
せ

J

5

，
 

・ れぎ文町朝 ま文な設か財あ滅化い事 浴県天じ
文無文文指ての化で日こし化り定ら笠る破庁文な最び内然め朝
化形化化定いよ財は町のた財、 し各護とかで化ど近てで記と日
財文財財文まう愛こがな。愛本 、県患こいは財に ・いも念；し町
滑化講め化すな護のそか 護年そに想ろさ、がよ掴ま文物 てに
掃財演ぐ財。い思指のに 毛はの文高かれ心発つ場す化 、多は
奉展会 り写 ろ想定指富 デ、趣化揚らてな見て整。財無く
仕示、 真 いをに定山 Jレ全官財の、 レ、いさ全備 の形の鹿
会学 展 ろ普もを県 地国を愛必 ー る人れ 国 事 宝文昭嶋
習 の及と受で 区四徹謹要般重々て的業 庫化蔵桧j
会 行すづけは と十底モをに要のおにや と財文熊

事るきま唯 し六すデ誌、対なたりお宅 しが化
がた本し ー て市るノレめす文めまび地 て発財域
計め 年 たカ 指町こ地、る化既すた造 注見や山
画 、度の所 定村と区昨文 財 にがだ成 iヨ さ史を
きっはで 、 しをにを年化も覆文し工 をれ跡は

~ －~~－~－－－－－－·一一一一一一一一一i い ※ 0 0 0 0 0 ス お適 て
~ 山 空 ~If jず〈旅悟岐長新三富電をこな fi・ 主fi； も 気か ι jれー先井 阜野潟二山話ごな旅先で

川 はら '1".) j も七の（（（（ ｜（喬利つがの i皐
｛ きも花いゴ いれ 1料七天 0 00  0 二 O 号用て紫交く
~ """" ＇＂＂れ海ゃっミ つら j 金 V 気七五 二二 三 主はくいし通へ
i朝朝いも木もを （ がで予七八六 比一 ハつだるめ状 II',

l ~~ ~ 高~ ~ ~. お ＼ ~：自認さ三三三弓空主主著手~ r~ 
商観ま えい与 実土 （り き八 二 七 三 二三 と。交 。調る

工議 h f に f しを I ~~ 界？？？？ ？ す 需~ ~ ~＇ 
会 会う よ よ〈 l 。れ 局 一 三 一 五二 で 報堅手お

う司 ~ ま番 O 六 一 二 二 す サ本け前
！ す V 一 一 一五九 。 l 部ばも
！ 。と O 一 一二 O ピが快つ



間和 47年 8月 10日
月 刊（毎月10日発行〉ひさあ第204号（貯蓄量錫話） (8) 

・1
1
ふ
る
っ

－11
1
応

募

し

よ

う

1
1

朝
日
町
観
光
写
真
募
集

て

朝
日
町
観
光
協
会
で
は
、
町
内
の
風
物

や
封
勝
を
主
聞
に
し
た
制
光
写
列
を
つ
主

の
嬰
領
で
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
応
募

し
て
下
さ
い
。

応

募

要

領

主
題
朝
日
町
一
円
を
対
象
主
し
た
自
然

景
観
お
よ
び
町
観
光
宣
伝
に
価
倣

の
あ
る
も
の

作

品

カ

ヲ

ー
ま
た
は
白
黒
（
四
つ
切
以

上
）
と
く
に
カ
ラ
ー
を
求
む

展
示
期
日十
一

月
一
日

1
三
日

締
切
十
月
二
十
五
日

受
付
朝
日
町
役
場
内
観
光
協
会

詳
細
に
つ

い
て
は
、

産
業
課
観
光
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
．
た
さ
い
。

自善；

j ~ 
数
々

日
朝
日
町
笹
意
銀
行
H

こ
の
た
び
、
朝
日
町
善
意
銀
行
へ
つ
ゲ

の
か
た
が
た
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
に
と

貴
重
な
苦
意
を
街
せ
ら
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

十
万
円
也

増
山
八
郎
搬

七
月
二
十
二
日
亡
く
な
ら
れ
た
母

ち
い
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

五
千
円
也

浦
悶
与
三
次
殿

六
月
十
八
日
の
中
川
し
げ
さ
ん
の

命
日
に
（
（
毎
年
）

五
千
同
也

朝
日
町
消
防
署

働
駅
員
一
同
殿

今
回
朝
日
町
消
防
燃
が
熊
京
交
通
安
全

協
会
よ
り
、
ホ
λ

泊
都
放
な
ど
の
救
急
所
助

心
配

ご

と

、

苦

情

不

満

な

ど

の

相

談
は
、

一V
行

政

相

設

日
時
毎
月
第
一
月
曜
日

午
後
十
時

t
午
後
三
時

場

所

朝

日
町
婦
人
会
館

一
V
人
衛
法
律
相
談

日
時
毎
月
第
三
月
間
明
日

今

午

後

一
時

t
午
後
一
一
一時

場

所

朝

日
町
職
工
会
館

ん

V
心
配
ご
と
相
談

日

時

毎

選
月
曜
日

午
前
十
時
1
午
後
三
時

: .場
：！？？ 

訓
川
口
町
む
配
ご
と
相
誠
所

今月の税金は

町

県

手見

民

第

二

期

介

で

す

期
限
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う

今

月

の

税

金

は

町
県
民
税
第
二
期
分
で
す
。
忘
れ
ず
に

期
限
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

図ilfftft利用のみなさんに
大乱、ごめいわくを

かけています

r-;;:-院で詞

藍コ戸事L
t旦二泊訴訟

図書館だより八
新
ら
し
く
は
い
っ
た
図
書
V

日
本
の
名
苫
（
瀕
倍
）
中
央
公
論
社

日
本
の
名
者
（
山
川
水
仲
品
、

十れ

m熔
岩
）

中
央
公
論
社

翁

久

尤

全

集

翁

久

允

隠

さ

れ

た

十

字

架

梅

原

猛

女

の

頒

と

心

源

氏

鶏

大

放

任

主

義

羽

仁

進

親
鴛
の
世
界

（
上
下
）

金

子

大

栄

n本
歴
史
大
静
典
〈
全
十
一
己
河
出
書
房

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
（
岩
波
新
占
）
似

山

旭

日
本
民
俗
〈
佐
問
、
岡
山
、
仲
制
、
日
知
）

市
川
刷
抗
次
郎
他

全
国
大
学
入
訊
問
組
王

解

吐

文

社

似
界
経
済
図
説
（
岩
波
新
谷
）大
内

兵

衛

数
の
体
系
（
岩
波
新
町
内
）
弥
水
ハ
上
口

数
学
の
学
び
刀
、
教
え
方
（
山
訂
波
新
占
）

法

山

啓

ど

ん

べ

え

物

語

（

上

）

畑

正

憲

わ
た
し
の
ア
フ
リ
方
動
物
記
必
代
ロ
イ
ス

維
新
と
科
学
〈
岩
波
新
省
）
武
田
楠
雄

石
油
化
学
工
業
（
岩
波
新
書
）
夜
辺
徳
二

四
日
市
死
の
海
と
闘
う
（
岩
波
新
書
）

田

尻

宗

昭

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
無
人

島

記

畑

正

範

グ
ア
ム
に
生
き
た
こ
十
八
年
朝
日
新
聞
社

女
性
は
た
べ
ら
れ
な
い

さ
削

朱
門

陥
匁
集
滞
抗
的
主
サ
ト
ツ
ハ
ナ
ロ
l

。（
⑨生（ず
V結ま ＼よ／

；；；⑧ 
れ瓦人

λ ⑨ 

。
出
（附
和
四
十
七
年
七
月
十
五
日
現
在
）

情
吋廃宮

崎

宮

崎

笹

川
沼

保

沼

保
道

下

道

下

道

下
道

下

泊

下

泊

下
京
都
野

東
京
野

平

柳

平

柳

荒

川

荒

川

桜

町

桜

町

癌

回

大
家
庄

藤

塚

。
結

。
山
崎
新

笹

川

。
山

崎

滑
川
市

。
耐

保

宮
城
県 生

（お
す
こ
や
か
に
）

有

機

T
1
廿
却

水

島

髄

昭

岩

崎

健

野

田

総

俊

寺

田

正

義

水

島

士口

髄

弥

忠

由

突

魚

津

彰

山

崎

詑

湖

水

間

秀

雄

市

川

雌

北

郁

夫

竹

中

紘

川

崎

敏

件

渡

粂

見

守

悶

忠

弘

平

坂

正

人

入

江

直

入

門

片

山

府

信

博

上

沢

昭

二

道

用

和

弘

数
門
家
句
失

水

野

地

肌

熊

随

一一一

山

岡

邦

彦

婚

二 二二長二長 三ニ長長二 長 Jk長長 二 長長長長長良長長
男児女女男女男児女児男女りj男女男女男男女男女児男

俊 ii1千昌め謙洋智芳賀キi’文来悦聡紀 あ 陣祭
ぐ 知 ゆ

犠打下品弘み 二 介 英弘法尖 i紀初予孝子大f問み俊奨 1応制

（お
し
あ
わ
せ
に
〉

水

野

三

郎

小

林

克

子

青

島

勝

夫

誉

回

真

佐

子

大

級

灯

ニ

秋

山

広

軌

。

赤

川

入
善
町

。
仙平
品、
仁1

市柳

佐

渡

昭

夫

紺

問

と

み

子

金

森

正

一

例

舟

文

子

－
大

平

・
関

毘

－
mm

保

・
平

椀

・
赤

川

・
草

野

・
長

野

・
姪

谷

・
山

崎

・
山

王

．
下
山
新 亡

（お
く
や
み
申
し
あ
げ
霊
す
）

〈
三
六
）

（四一一
一）

（
七
七
）

（
七
六
）

（
七
五
〉

（
七
九
〉

（
三
問
〉

〈
七
九
〉

〈八一－一）

（八

O）

（九
二
）

数故事通交内町の同月マr
。
死編

集
兼
発
行

印

刷

所

制
平

奨
伽
引
校

選
収
品
不
一

加
賀
重
大
郎

市

森

き

ょ

佐

渡

ふ

て

広
田
民
次
郎

近

藤

繁

訟

原

さ

と

仙

名

つ

、寸守、

F
－h

J
H
l

再
M

V

J

人

能

沢

ふ

件数 死者負ftJj¥i 

30 

4 

5 

。
31 

4 

fl 

I｝］～6月

7 月
てつよ

34 5 35 本若手持UI・

朝

日

町

役

場

向

田

印

刷

送

料

定

価

郵
便
設
け

円

JL /'¥ 

)L 
｜問。
じ


